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	応用
	抗原情報
	背景
	GLIは、ジンクフィンガータンパク質のKruppelファミリーに属し、哺乳類の3つのGLIタンパク質（GLI1、GLI2、GLI3）が含まれます。転写活性化因子として作用します。正常な発達過程において、特定の遺伝子の転写を調節する可能性があります。頭蓋顔面の発達、指の発達、中枢神経系および消化管の発達に関与している可能性があります。SHHシグナル伝達を媒介し、細胞の増殖と分化を促進します。転写活性化因子として作用します（PubMed:19706761、PubMed:10806483、PubMed:19878745、PubMed:24076122、PubMed:24311597、PubMed:24217340）。 DNAコンセンサス配列5'-GACCACCA-3'に結合します（PubMed:2105456, PubMed:8378770, PubMed:24217340）。正常な発達過程において特定の遺伝子の転写を制御します（PubMed:19706761）。頭蓋顔面の発達、指の発達、中枢神経系および消化管の発達に役割を果たします。SHHシグナル伝達を媒介します（PubMed:19706761, PubMed:28973407）。SHHシグナル伝達における役割を介して、細胞の増殖および分化に関与します（PubMed:11238441, PubMed:28973407）。
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	A549 細胞溶解物中の Gli1 発現のウェスタン ブロット分析。

